
　58人の子どもたちが、待ちに待った入園の日を迎えました。これからの毎日が、
遊びや学び、お友達との出会いで素晴らしい時間となりますように。そして、保育園
での生活が、すこやかな成長と未来への大きな一歩となりますように。

英比保育園入園式　令和7年4月3日

…… 2～4

………… 6～9

…………………… 10

…………… 11

………… 12～19

「夢ある未来へ」令和7年度予算は

第1回定例会 審議の結果は

　     議員の座学

あの答弁はどうなった！

一般質問 町政を問う

NEW

ご入園

議会だより

No.205
令和７年５月1日発行

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」に『あぐい議会だより』を掲載しています。

タイトル文字：社会福祉法人相和福祉会 パスピ・98提供



114億9,900万円 114億9,900万円

一般会計
歳入

一般会計
歳出

民生費
40.3％
46億4,076万円

民生費
40.3％
46億4,076万円

民生費
40.3％
46億4,076万円

町税
37.5％
43億953万円

町税
37.5％
43億953万円

町税
37.5％
43億953万円

教育費
16.9％

19億4,102万円

教育費
16.9％

19億4,102万円

教育費
16.9％

19億4,102万円

地方交付税
14.7％

16億9,000万円

地方交付税
14.7％

16億9,000万円

地方交付税
14.7％

16億9,000万円

総務費
12.7％

14億6,115万円

総務費
12.7％

14億6,115万円

総務費
12.7％

14億6,115万円国庫支出金
13.8％

15億8,899万円

国庫支出金
13.8％

15億8,899万円

国庫支出金
13.8％

15億8,899万円

衛生費
8.6％
衛生費
8.6％
衛生費
8.6％繰入金

11.1％
繰入金
11.1％
繰入金
11.1％

土木費
7.1％
土木費
7.1％
土木費
7.1％県支出金

7.3％
県支出金
7.3％

県支出金
7.3％

消防費 3.9％消防費 3.9％消防費 3.9％諸収入 3.5％諸収入 3.5％諸収入 3.5％

公債費
7.0％
公債費
7.0％
公債費
7.0％

地方消費税交付金
5.7％

地方消費税交付金
5.7％

地方消費税交付金
5.7％

農林水産業費 1.5％農林水産業費 1.5％農林水産業費 1.5％その他 6.4％その他 6.4％その他 6.4％ その他 2.0％その他 2.0％その他 2.0％

国民健康保険

令和6年度

24億457万円 23億465万円

5億3,638万円
7億6,845万円 8億3,232万円

令和7年度

介護保険 後期高齢者医療 上水道事業 下水道事業

30億

20億

10億

０

0.4％ 増▲ 3.9％ 増▲▲ 3.2％ 増▲▲ 27.3％ 減
▼▼▼ 0.6％ 減▼

（千円単位以下は切り捨て表示）

可決

令和7年度 特別会計・企業会計 予算

令和7年度 一般会計 予算 前年比 7.5％
8億700万円増

令和7年度 予算総額

夢ある未来へのまちづくり
新たな組織（機構改革）

183億4,539万円 前年比 3.5％  6億2,632万円増
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（新規・
強化案件

）
（新規・

強化案件
）

令和７年
度

一般会計
令和７年

度

一般会計

主な施策主な施策

POINT

03

ひとが輝く
教育・文化
のまち

ひとが輝く
教育・文化
のまち

POINT

05

みんなの思いが
カタチを成す
まち

みんなの思いが
カタチを成す
まち

POINT

06

POINT

02

未来へつなぐ
産業のまち
未来へつなぐ
産業のまち

阿久比中学校体育館に空調
を設置など 7,657万円

地球温暖化対策実行計画策
定など 5,183万円

ごみの減量化、資源ごみの回
収など 1億1,281万円

①コミュニティ・スクール

②小・中学校環境整備

③阿久比スポーツ村整備

「地域とともにある学校」
づくり 122万円

中学校職員室拡張工事など
 1億7,744万円

陸上競技場トラック改修、天然
芝生化など 2億5,704万円

①企業立地推進
（新設 まちづくり推進課）

②農業振興

③勤労福祉センター整備

企業用地調査業務 896万円

農業振興地域整備計画更新
など 2,530万円

施設外部のトラス屋根改修
 740万円

歳入システム改修など
 1億9,692万円

よりみち、まちの魅力発信
ブック、三世代同居等定住促
進など　　　　  602万円

新たな補助金制度
「アグチャレ」スタート 
　　　　　　  303万円

POINT

04

自然と調和した
心地よさが
感じられる
まち

自然と調和した
心地よさが
感じられる
まち

①道路改良

②市街地整備推進
 （新設  まちづくり推進課）

③循環バス運行

阿久比駅東にアクセスする道
路設計など 1億584万円

阿久比駅周辺の整備に関連し
た調査業務など 3,605万円

昨年度の調査をもとに再編
計画を作成など 3,562万円

POINT

01

夢
あ
る未

来へのまちづくり
夢
あ
る未

来へのまちづくり

①自治体DX推進

②シティプロモーション
推進

③まちづくり活動支援

豊かな自然と
共生する
安全・安心な
まち

豊かな自然と
共生する
安全・安心な
まち

ともに生きる
健康・福祉
のまち

ともに生きる
健康・福祉
のまち

（千円単位以下は切り捨て表示）

複合・複雑化した支援ニーズ
に対応 7,969万円

宮津保育園内装・トイレ改修
工事など 2億8,227万円

オアシスセンター1階に設置　
　　　　　　　　1,073万円

①重層的支援体制整備
（新設 ふくし課、他）

②町立保育園運営

③こども家庭センター
（新設 保健こども課）

①災害対策・暑気対策

②カーボンニュートラル
推進（新設 環境課、他）

③ごみ減量化対策
（新設 環境課）

03 Agui Parliamentary news



収入項目
（代表する歳入項目）
基本給与

パート収入

貯金の引出し

昨年の繰越し

親からの援助

親からの特別援助

銀行からの借入れ

友人からのご祝儀

（町税）

（諸収入）

（繰入金）

（繰越金）

（地方交付税）

（国県支出金）

（町債）

（寄附金）

食費

医療費

水道光熱費、日用品の購入

学費などの仕送り

家の増改築

家電・車・家の補修

投資

ローン返済

貯金など

（人件費）

（扶助費）

（物件費）

（補助費・繰出金）

（建設事業費、災害復旧費）

（維持補修費）

（投資・出資・貸付金）

（公債費）

（積立金）

179
24
53
3

110
101
7
2

479

170

28

47

3

106

83

6

2

445

令和7年度
（万円） 前年増

減
支出項目

（代表する歳出項目）
令和7年度
（万円） 前年増

減

92
104
102
98
38
3
6
34
2

479

77

93

90

100

39

3

6

35

2

445

合 計（万円）

合 計（万円）

アグピー家の家計簿 令和７年度予算

479万円

アグピー家
財源区分 町税

37.5％
町税
37.5％
町税
37.5％

自主財源自主財源
54.654.6％54.6％

依存財源依存財源依存財源
45.4％45.4％45.4％

地方交付税
14.7％

地方交付税
14.7％

地方交付税
14.7％

国庫
支出金
13.8％

国庫
支出金
13.8％

国庫
支出金
13.8％

繰入金
11.1％
繰入金
11.1％
繰入金
11.1％

県支出金
7.3％

県支出金
7.3％

県支出金
7.3％

地方消費税交付金
5.7％

地方消費税交付金
5.7％

地方消費税交付金
5.7％

その他
6.0％
その他
6.0％
その他
6.0％

その他
3.9％
その他
3.9％
その他
3.9％

261万円261万円
218万円218万円

一般会計の予算額を、
１年間の家計（年収479万円）に

置き換えてみました

一般会計の予算額を、
１年間の家計（年収479万円）に

置き換えてみました

予算書と決算書で、わが町の行政・財政に関心を持とう！予算書と決算書で、わが町の行政・財政に関心を持とう！
⇒意見を言おう！要望を出そう！⇒意見を言おう！要望を出そう！

まちの家計簿

家計簿ミニ解説

もっと自力で稼げると
いいわね。

 給料を上げてもらうか、
親からの援助をもっとたくさん

もらいたいわ！

もっと自力で稼げると
いいわね。

 給料を上げてもらうか、
親からの援助をもっとたくさん

もらいたいわ！

　　　すでに企業誘致や
補助金獲得事業を進めているし、
スポーツ振興や賑わいづくり
　　　　　　にも予算を使って
「夢ある未来へのまちづくり」
　　　を進めているんだって。

　　　すでに企業誘致や
補助金獲得事業を進めているし、
スポーツ振興や賑わいづくり
　　　　　　にも予算を使って
「夢ある未来へのまちづくり」
　　　を進めているんだって。

年間479万円が必要だが、稼ぎは203万円なので
貯金を取崩している。不足分を親から援助を受け、
さらに銀行から借入れをしている。

年間479万円が必要だが、稼ぎは203万円なので
貯金を取崩している。不足分を親から援助を受け、
さらに銀行から借入れをしている。

収 

入 支 

出

最近の物価上昇で支出はどこも
同じ傾向。生活に必須のTOP４だ
けで83％も使わざるを得ない。

最近の物価上昇で支出はどこも
同じ傾向。生活に必須のTOP４だ
けで83％も使わざるを得ない。
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ぐーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん
ぐーさんの

質問コーナー

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさんは、ゴールデンウィークの予定、なんかある？

あら、自分の住んでる町のことに興味を持つって素敵ね。

ほんとね。でも今年の夏は、中学校の体育館に
エアコンがつくことになって、ちょっと安心し
てるの。

第20回アジア競技大会が愛知県で開催されるでしょ。
サッカー選手の練習場として使ってもらえるように、
基金や助成金も使って工事するみたい。

んー。今年もまた暑い夏になりそうだから、
今のうちに家族でお出かけしたいとは思って
るけど。

それ、３月の議会で可決された今年度の予算
にあったわね！ぐーさんにいわれて、最近は
チェックしてるのよ。

最初はさっぱりだったけど、ぐーさんにいろいろ
教えてもらって、少しわかるようになってきたわ。
他にも、阿久比スポーツ村の陸上競技場の芝生を
改修する予算が載ってたわね。

わあ！もしかしたら有名サッカー選手が、あのスポーツ村で
練習するってこと？令和８年の９月頃は、スポーツ村の前を
通るたびにドキドキしちゃいそう！

　このコーナーは、皆様に「議会だよりを気軽に、わかりやすく読んでいただきたい」と
いう願いから生まれたコーナーです。
　議会で決まった内容から困った時のお役立ち情報も掲載するので是非ご覧下さい。
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○：賛成　╳：反対　欠：欠席　̶：議長（議長は採決には加わりません）

▲令和７年の
全ての議案はこちら

○：賛成　╳：反対　欠：欠席　̶：議長（議長は採決には加わりません）

令和７年 第１回臨時会

主な審議議案

会期：１月22日
議案／条例３件、補正予算６件

令和７年 第１回定例会 会期：３月４日～21日
議案／条例等21件、補正予算３件、当初予算６件、承認１件、議員提出２件、報告２件

主な内容：令和６年人事院勧告を踏まえ、議員及び特別職の期末手当の支給月数の引き上げ、町職員の給料月額及び
　　　　　期末・勤勉手当の支給月数の引き上げを行うための条例改正。補正予算は、給与改定に伴う人件費上昇分、
　　　　　住民税非課税世帯等価格高騰重点支援給付金給付に係る事業費など。

各議員はこう判断！

結果
山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

竹
内
　
卓
美

廣
瀬
　
　
実

瀧
塚
　
政
明

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

伊
東
　
輝
彦

鈴
村
　
算
久

山
本
　
良
輔

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

件　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
案

阿久比町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
阿久比町特別職の職員の給与及び旅費並びにその支給方法に関する条例の一部改正について
阿久比町職員の給与に関する条例の一部改正について
令和６年度阿久比町一般会計補正予算（第６号）
令和６年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
令和６年度阿久比町介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和６年度阿久比町水道事業会計補正予算（第４号）
令和６年度阿久比町下水道事業会計補正予算（第２号）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

－
－
－
－
－
－
－
－
－

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

結果
山
本
　
恭
久

大
村
　
文
俊

竹
内
　
卓
美

廣
瀬
　
　
実

瀧
塚
　
政
明

都
築
　
清
子

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

伊
東
　
輝
彦

鈴
村
　
算
久

山
本
　
良
輔

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

件　　　　　名
提案理由 ●主な内容

議
　
　
　
　
　
　
案

議
員
提
出

陳
情

阿久比町功労者表彰条例の一部改正について

令和６年度阿久比町一般会計補正予算（第８号）

令和７年度阿久比町一般会計予算
令和７年度阿久比町国民健康保険特別会計予算
令和７年度阿久比町介護保険特別会計予算
令和７年度阿久比町後期高齢者医療特別会計予算
令和７年度阿久比町水道事業会計予算
令和７年度阿久比町下水道事業会計予算

人権保障を担う保育・障害・介護職場で働く職員自身の人権が守られ、働き続けられる福祉職場にするために、国に対し
て賃金の引き上げと職員増員のための財政措置の意見書提出を求める陳情               
「従来の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書」の提出を求める陳情書

阿久比町国民健康保険税条例の一部改正について

阿久比町オアシスセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について

阿久比町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

阿久比町議会会議規則の一部改正について

阿久比町議会委員会条例の一部改正について

●11月28日から２月25日までの間に、２件の陳情を受付しました。

14

22

23

26

31

34
35
36
37
38
39

1

2

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

×

○

○

○

○
×
×
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－

－

－

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

１

２

●入札執行残や不用額の減額、過年度国県支出金返還金等

町功労者の資格要件を改正するため。●近隣市町の基準に合わせ、町職員の規定を削除。

国民健康保険税率の改正を行うため。●愛知県の示す標準保険料率に合わせるよう改正。

オアシスセンターで行う事業を追加するため。
●こども家庭センター及び地域包括支援センターの実施する事業を追加。

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部が改正されたことに伴い、本条例
を改正する必要があるため。●公務における損害補償の基礎額及び扶養に係る加算額を変更。

議会に係る手続きのオンライン化に対応するため。●これまで書面により行うこと
とされていた通知・届出等についてオンラインによることを可能とするための改正。

議会に係る手続きのオンライン化に対応するため。
●やむを得ない事由により委員会をオンライン開催する場合の規定を追加。
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■
保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴
う
県
納
付

金
額
の
上
昇
や
被
用
者
保
険
の
適
用

拡
大
に
伴
う
国
保
被
保
険
者
の
減
少

等
を
踏
ま
え
、
保
健
事
業
の
実
施
や

県
納
付
金
を
賄
う
た
め
の
歳
入
を
確

保
す
る
た
め
、
愛
知
県
が
示
す
標
準

保
険
料
率
に
あ
わ
せ
る
よ
う
条
例
の

一
部
を
改
正
。

　

こ
の
改
正
で
、
お
お
む
ね
一
人
当
た

り
４
６
７
円
（
０
・
４
％
）
の
増
額

と
、
ま
た
保
険
税
が
上
が
る
。
令
和
７

年
度
予
算
見
込
み
で
は
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
４
０
０
３
人
に
対
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
は

４
７
５
１
人
と
７
５
０
人
近
く
上
回

り
、
高
齢
化
社
会
が
生
み
出
し
た
社
会

保
障
制
度
の
歪
み
を
受
け
、
国
民
健
康

保
険
の
運
営
自
体
が
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
国
、
県
、
町
の
連
携
で
構
造

的
な
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

一
つ
目
に
、
全
国
知
事
会
も
国
に
訴
え

て
い
る
「
１
兆
円
の
公
費
投
入
」、
二
つ

目
に
、
愛
知
県
の
独
自
補
助
拡
充
を
町

か
ら
求
め
る
こ
と
、
三
つ
目
に
、
町
で

で
き
る
こ
と
と
し
て
決
算
補
填
等
目
的

以
外
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

求
め
、
反
対
す
る
。

■
機
構
改
革
に
よ
る
「
町
民
の
た
め
の

新
た
な
組
織
づ
く
り
」
と
「
夢
あ
る

未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
主
眼
を

置
い
た
予
算
編
成
。

【
主
な
事
業
内
容
】

・
子
育
て
支
援
と
し
て
「
保
健
こ
ど
も

課
」
の
新
設
及
び
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
。

・
大
規
模
災
害
に
備
え
、
罹
災
証
明
書

の
発
行
に
必
要
な
住
家
被
害
認
定
調

査
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
。

・
指
定
避
難
所
で
あ
る
阿
久
比
中
学
校

体
育
館
に
空
調
設
置
。

・
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
の
陸
上
競
技
場

の
ト
ラ
ッ
ク
改
修
及
び
天
然
芝
生
化

改
設
工
事
。

・
ス
ポ
ー
ツ
村
全
体
の
将
来
像
を
描

き
、
現
在
抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
整
備
基
本
構
想
の
策

定
。

　
「
夢
あ
る
未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

主
眼
に
置
き
、
機
構
改
革
に
よ
る
新
た

な
体
制
で
「
夢
あ
る
新
し
い
阿
久
比
町

の
実
現
」
を
目
指
し
た
各
種
施
策
を
実

現
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果

的
・
効
率
的
に
配
分
さ
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

子
育
て
に
関
す
る
伴
走
型
の
相
談
支

援
。
妊
婦
支
援
給
付
金
制
度
の
創
設
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
。
４
小
学
校
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上

げ
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第
Ⅱ
期

へ
の
取
り
組
み
。
阿
久
比
中
学
校
体
育

館
へ
の
空
調
設
置
。
阿
久
比
駅
周
辺
整

備
事
業
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
阿
久
比
町

の
未
来
を
見
据
え
、
将
来
に
備
え
た
予

算
編
成
で
あ
る
と
評
価
し
、
賛
成
す

る
。

　

こ
の
予
算
は
、
町
民
に
わ
か
り
易
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の
向
上
を
進

め
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
の
運
営
を
目

的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
機
構

改
革
を
実
行
し
４
つ
の
課
を
新
設
す
る

こ
と
で
、
全
庁
的
な
専
門
性
の
向
上
や

改
革
機
会
の
促
進
を
め
ざ
す
。　
　

本
町
に
必
要
な
各
種
事
業
が
う
ま
く
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、「
夢
あ
る
未
来
へ
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
予
算
と
評

価
し
賛
成
す
る
。

　

限
り
あ
る
財
源
状
況
の
中
、
交
付
金

等
を
活
用
さ
れ
、
住
民
の
生
活
を
そ
つ

な
く
守
る
予
算
配
分
で
あ
る
。
物
価
高

騰
が
暮
ら
し
を
追
い
つ
め
、
よ
り
一
層

の
暮
ら
し
応
援
予
算
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
住
民
の
命
や
福
祉
の
増
進
に
つ
な

が
る
総
務
費
、
民
生
費
、
教
育
費
等
の

必
要
な
増
額
を
評
価
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ

村
の
将
来
計
画
や
施
設
整
備
に
つ
い
て

も
、
町
と
し
て
方
向
性
を
見
出
し
動
き

は
じ
め
る
こ
と
を
前
向
き
に
捉
え
賛
成

す
る
。

　

こ
の
予
算
案
が
本
定
例
会
の
議
案
第

22
号
に
基
づ
い
た
税
率
で
計
上
さ
れ
て

い
る
た
め
。
住
民
の
生
存
権
を
守
れ
る

制
度
へ
の
転
換
を
求
め
て
反
対
す
る
。

　

繰
越
金
と
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の

住
民
一
人
あ
た
り
の
保
有
額
が
、
令
和

５
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
県
内
４
番
目
に

多
く
６
万
２
千
円
以
上
と
貯
め
こ
み
過

ぎ
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
多

く
の
住
民
が
、
医
療
・
介
護
・
年
金
に

不
安
を
抱
え
て
い
る
な
か
、
県
内
20
自

治
体
以
上
で
実
施
さ
れ
て
い
る
低
所
得

者
減
免
制
度
化
で
少
し
で
も
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
を
対
案
に
反
対
す
る
。

議
案
第
22
号

阿
久
比
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の一部
改
正
に
つ
い
て

可決

議
案
第
34
号

令
和
７
年
度 

阿
久
比
町一般
会
計

予
算

可決

議
案
第
35
号

令
和
７
年
度 

阿
久
比
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

可決

新
美
加
寿
奈 
議
員

反
対
討
論

新
美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論

議
案
第
36
号

令
和
７
年
度 

阿
久
比
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

可決

新
美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論

第１回定例会

瀧
塚　
政
明 
議
員

賛
成
討
論

新
美
加
寿
奈 

議
員

賛
成
討
論

鈴
村　
算
久 

議
員

賛
成
討
論

反対討論賛成討論 ・
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総務
建設

文教
厚生

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

３
月
13
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
17
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

　
　
名
半
線
接
続
道
路
新

設
設
計
事
業
と
阿
久
比
駅

東
道
路
新
設
設
計
の
契
約

日
、
完
了
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
名
半
線
の
契
約
は
令

和
６
年
５
月
16
日
、
履
行

期
間
は
令
和
７
年
３
月
17

日
、
阿
久
比
駅
東
道
路
の

契
約
は
、
令
和
６
年
６
月

27
日
、
履
行
期
間
は
令
和

７
年
３
月
17
日
で
あ
る
。

　
　
名
半
線
接
続
道
路
は

砂
防
申
請
書
類
が
ま
と
め

ら
れ
ず
、
阿
久
比
駅
東
道

路
は
、
知
多
建
設
事
務
所

と
協
議
中
と
繰
越
理
由
の

説
明
が
あ
っ
た
が
、
完
了

の
見
込
み
は
ど
う
考
え
る

か
。
　
　
名
半
線
は
、
砂
防
申

請
書
類
を
作
成
し
て
い
る

の
で
、
県
に
提
出
す
る
時

期
を
再
度
調
整
中
。
阿
久

比
駅
東
道
路
は
県
と
の
協

議
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
、

令
和
７
年
10
月
末
ま
で
延

長
を
考
え
て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
度
予
算
に

バ
ス
購
入
費
が
計
上
さ
れ

て
い
た
が
、
販
売
中
止
に

よ
り
購
入
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
循
環
バ
ス
購
入

費
が
令
和
７
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

　
　
当
初
予
算
に
は
計
上

せ
ず
に
確
実
な
情
報
が
入

れ
ば
補
正
予
算
で
対
応
し

た
い
。

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入

委
託
料
中
で
、
グ
ル
ー
プ

ウ
エ
ア
シ
ス
テ
ム
導
入
委

託
が
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ

ウ
エ
ア
と
は
、
ど
ん
な
も

の
か
。

　
　
全
庁
的
な
掲
示
板
、

職
員
間
で
の
メ
ー
ル
の
送

受
信
、
予
定
表
に
な
る
。

現
在
使
用
し
て
い
る
も
の

が
古
い
の
で
更
新
す
る
。

　
　
企
業
用
地
調
査
業
務

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
す
で
に
候
補
地
が

あ
る
の
か
。

　
　
現
在
は
、
産
業
観
光

課
で
候
補
地
を
挙
げ
て
い

る
。
今
後
は
、
候
補
地
を

絞
っ
て
い
く
。

　
　
白
沢
ホ
タ
ル
の
里
交

通
警
備
委
託
料
は
、
白
沢

ホ
タ
ル
の
里
だ
け
で
必
要

な
の
か
、
別
の
事
業
も
含

め
て
必
要
な
の
か
。

　
　
ホ
タ
ル
を
見
に
来
る

方
の
狭
い
進
入
道
路
で
の

混
乱
を
防
ぐ
た
め
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

答 問問

問答 答

問答 問答 答

問

議
案
第
31
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

議
案
第
34
号

令
和
７
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
予
算

　
　
金
額
が
上
が
る
も
の

と
下
が
る
も
の
が
あ
る
が
、

結
果
と
し
て
住
民
の
支
払

う
金
額
は
、
前
年
と
同
じ

よ
う
な
生
活
を
し
た
場
合
、

一
人
当
た
り
ど
の
程
度
変

化
す
る
か
。

　
　
家
族
構
成
や
所
得
状

況
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

お
お
む
ね
前
年
度
と
比
べ

一
人
当
た
り
年
額
４
６
７

円
、
０
・
４
％
程
度
の
増

加
見
込
み
と
な
る
。

　
　
南
部
小
学
校
の
水
泳

授
業
を
ス
ポ
ー
ツ
村
に
移

行
す
る
た
め
バ
ス
で
の
送

迎
を
す
る
が
、
乗
降
す
る

場
所
ま
で
の
送
迎
や
配
慮

が
必
要
な
児
童
や
保
護
者

へ
の
周
知
は
。

　
　
細
か
い
内
容
に
つ
い

て
今
、
順
次
決
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
南
部
小
学
校
プ
ー
ル

の
今
後
の
用
途
は
。

　
　
今
す
ぐ
の
計
画
は
な

い
が
、
消
防
用
の
水
利
と

し
て
利
活
用
で
き
る
た
め
、

一
旦
、
そ
の
よ
う
な
形
で

整
え
て
い
き
た
い
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
村
整
備
基

本
構
想
を
策
定
す
る
に
当

た
り
、
将
来
像
を
含
む
施

設
の
設
計
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
村
一
帯
の

利
活
用
方
策
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
交
流
の
拠
点
、
利

用
者
増
と
交
流
人
口
の
増

加
に
つ
い
て
の
課
題
も
、

解
決
に
向
け
地
域
経
済
の

創
生
を
目
標
と
し
た
基
本

構
想
を
策
定
す
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
村
管
理
費

の
陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク

改
修
・
天
然
芝
生
化
改
設

工
事
費
２
億
１
４
１
７
万

円
は
全
て
自
主
財
源
で
行

う
予
定
か
。

　
　
基
金
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
く
ほ
か
、
芝
改
修
だ

と
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
で
最
大
３
０
０

０
万
円
の
補
助
が
あ
る
の

で
活
用
を
考
え
て
い
る
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬　
実
）

答 問

問問問 答答

問答 答

議
案
第
22
号

阿
久
比
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
34
号

令
和
７
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
予
算

常
任
委
員
会
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白沢グランド

白沢グランド 白沢グランド

白沢台

名
古
屋
半
田
線

高
根
台

　

４
月
か
ら
の
組
織
変
更

に
伴
い
、
保
健
こ
ど
も
課

と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
、
新
し
く
事
務
所
を

構
え
る
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
た
。

　

１
階
で
は
、
今
ま
で
保

健
係
が
入
っ
て
い
た
部
屋

に
、
こ
ど
も
相
談
係
も
入

り
、
合
わ
せ
て
保
健
こ
ど

も
課
と
し
て
新
し
く
発
足

す
る
。

　
事
務
所
の
前
に
は
、
ボ

ー
ル
プ
ー
ル
を
設
置
し
た

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

そ
こ
で
こ
ど
も
達
が
体
を

動
か
す
こ
と
で
発
達
の
具

合
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
母
子
検
診
等
で
混
み
合

う
時
に
は
、
ボ
ー
ル
プ
ー

ル
は
片
付
け
る
と
の
事
。

　
事
務
所
の
扉
は
、
内
部

が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、

上
半
分
が
ガ
ラ
ス
の
扉
に

変
更
さ
れ
、
相
談
室
も
壁

を
ピ
ン
ク
に
変
え
、
相
談

し
や
す
い
柔
ら
か
い
雰
囲

気
の
部
屋
に
改
造
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
今
後
、
相
談

が
増
え
る
こ
と
も
考
慮
し

て
相
談
室
も
広
く
確
保
さ

れ
て
い
る
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
４
月
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
業
務
が
委
託

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
３

階
の
社
会
福
祉
協
議
会
の

隣
に
事
務
所
が
移
転
す
る
。

　
新
し
く
入
る
部
屋
は
、

以
前
は
板
張
り
の
暗
い
事

務
所
だ
っ
た
の
を
、
白
く

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
改
造

さ
れ
、
相
談
者
が
少
し
で

も
入
り
や
す
い
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
た
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

　
今
定
例
会
で
議
案
と
し

て
い
る
道
路
新
設
改
良
費

対
象
の
接
続
道
路
予
定
地

を
現
地
視
察
し
た
。

　
目
的
は
、
接
続
道
路
の

接
続
点
と
そ
の
経
路
の
妥

当
性
を
確
認
す
る
事
。

　
接
続
点
は
、
地
図
に
示

す
通
り
、
高
根
台
の
南
側

交
差
点
予
定
地
と
白
沢
台

入
口
を
結
ぶ
も
の
と
、
そ

の
途
中
か
ら
白
沢
グ
ラ
ン

ド
の
南
側
へ
接
続
す
る
道

路
。

　
現
在
は
、
一
面
の
ブ
ド

ウ
畑
だ
が
、
工
事
が
完
成

す
る
と
東
西
を
結
ぶ
道
路

が
で
き
る
の
で
、
利
用
者

に
は
多
く
の
利
点
が
あ
る

と
確
認
で
き
た
。
残
さ
れ

た
課
題
の
克
服
や
環
境
へ

の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
計
画
的
な
進
捗
に

期
待
す
る
。

　
令
和
５
年
７
月
か
ら
工

事
中
の
町
道
５
０
４
５
号

線
の
関
連
工
事
が
今
月
竣

工
す
る
の
で
、
開
通
前
に

現
地
視
察
を
し
た
。

　
目
的
は
、
期
待
さ
れ
て

い
る
暫
定
道
路
が
そ
の
目

的
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
現
地
で
確
認
す
る
こ
と
。

主
要
点
は
、
救
急
車
の
円

滑
な
通
行
を
図
る
た
め
、

名
鉄
ガ
ー
ド
桁
下
の
道
路

掘
り
下
げ
、
線
路
を
東
西

に
抜
け
る
道
路
の
拡
幅
工

事
と
、
桁
下
部
分
に
集
中

す
る
雨
水
の
排
水
処
理
等
。

　
工
事
期
間
中
の
う
回
路

確
保
と
利
用
者
へ
の
周
知

も
う
ま
く
実
施
で
き
た
。

今
後
は
、
路
面
標
示
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
、
標
識
等
の

交
通
安
全
対
策
が
行
わ
れ
、

３
月
18
日
に
開
通
予
定
と

な
っ
た
。

　

２
年
間
の
工
事
に
協
力

を
頂
い
た
地
域
の
方
に
感

謝
。
こ
の
改
良
工
事
の
お

か
げ
で
、
今
後
は
救
急
対

応
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の

利
用
者
の
利
便
性
・
安
全

性
が
向
上
す
る
と
確
信
で

き
た
。

　（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

常任委員会 視察レポート

名
半
線
へ
の
接
続

道
路
の
現
地
視
察

３
月
13
日

オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

視
察

３
月
17
日

新
半
田
病
院
暫
定

道
路
の
現
地
視
察

３
月
13
日

総務
建設

文教
厚生

09 Agui Parliamentary news



宮
津
保
育
園

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
と
は
、
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
た
学
校

の
事
で
、
そ
の
普
及
の

た
め
、
文
部
科
学
省
に

よ
り
、
平
成
16
年
度
の

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
や
、
さ
ら

に
活
動
の
充
実
と
設
置

の
促
進
を
図
る
た
め
平

成
29
年
に
さ
ら
に
改
正

が
図
ら
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
や
学
校
が
抱

え
る
課
題
は
、
複
雑

化
・
多
様
化
し
て
お

り
、
教
育
改
革
、
地
方

創
生
の
観
点
か
ら
も
、

学
校
と
地
域
の
連
携
・

協
働
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
課
題
を
解
決

し
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
成
長

の
た
め
に
は
、
社
会
総

掛
か
り
で
の
教
育
の
実

現
が
不
可
欠
で
あ
り
、

地
域
で
ど
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
の

か
、
何
を
実
現
し
て
い

く
の
か
目
標
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
地
域
住
民
等
と
共

有
し
、
地
域
と
一
体
に

な
っ
て
地
域
と
共
に
あ

る
学
校
づ
く
り
へ
転
換

し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

学
校
運
営
協
議
会
と
は

　

今
の
地
域
と
学
校
の

体
制
を
も
と
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
の
学
び
や
成
長
を
支

え
る
と
と
も
に
、
地
域

と
学
校
が
相
互
に
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
実
施

す
る
活
動
で
あ
る
。

目
的
は
次
の
６
点

①
地
域
や
保
護
者
と
教

職
員
と
の
交
流
が
活

発
に
な
り
、
新
た
な

出
会
い
が
生
ま
れ
、

繋
が
り
が
よ
り
広
く

深
く
な
る
。

②
子
ど
も
た
ち
と
地
域

の
交
流
が
深
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
の
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
が
高
ま
る
と

と
も
に
、
感
謝
の
気

持
ち
や
思
い
や
り
の

心
が
育
ま
れ
る
。

③
地
域
や
保
護
者
と
教

職
員
と
の
思
い
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育

活
動
が
充
実
し
、
豊

か
な
学
び
に
つ
な
げ

る
事
が
で
き
る
。

④
学
校
業
務
の
軽
減
が

図
ら
れ
、
教
職
員
が

子
ど
も
た
ち
の
指
導

な
ど
に
、
よ
り
多
く

の
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

⑤
地
域
の
保
護
者
と
教

職
員
と
の
顔
の
見
え

る
関
係
に
な
り
、
学

校
の
理
解
者
、
協
力

者
が
増
え
る
。

⑥
地
域
や
保
護
者
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
、
次

の
子
ど
も
た
ち
が
地

域
で
生
か
す
よ
う
に

な
り
、
生
き
る
力
の

循
環
が
生
ま
れ
る
。

　

ほ
く
ぶ
幼
稚
園
は
入

園
希
望
者
が
減
少
し
、

昨
年
６
月
の
子
ど
も
・

子
育
て
審
議
会
の
答
申

を
受
け
令
和
９
年
度
末

に
廃
園
を
決
定
さ
れ

た
。
　

愛
知
県
内
54
市
町
村

の
中
で
公
立
幼
稚
園
を

設
置
し
て
い
る
の
は
11

市
町
だ
が
、
町
で
は
阿

久
比
町
だ
け
で
あ
る
。

他
市
町
の
中
に
は
、
入

園
希
望
者
の
減
少
に
伴

い
幼
稚
園
を
廃
止
し

「
認
定
こ
ど
も
園
」
に

す
る
な
ど
、
公
立
幼
稚

園
の
在
り
方
が
変
化
し

て
き
て
い
る
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
は

　

一
つ
の
施
設
の
中
に
、

保
育
園
と
幼
稚
園
の
両

方
の
機
能
が
入
っ
た
施

設
の
こ
と
で
、
幼
保
連

携
型
の
こ
と
。
幼
稚
園

枠
は
、
ほ
く
ぶ
幼
稚
園

と
同
様
に
保
護
者
の
就

労
等
と
い
っ
た
保
育
を

必
要
と
す
る
事
由
が
な

く
と
も
利
用
可
能
。
指

導
者
は
、
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
の
両
方
を
取

得
し
て
い
る
方
と
な
る
。

町
子
ど
も
・
子
育
て
審

議
会
に
お
い
て
、
保
育

園
全
体
の
中
で
現
定
員

を
維
持
し
た
ま
ま
、
幼

稚
園
枠
を
確
保
で
き
る

の
は
宮
津
保
育
園
と
の

答
申
を
受
け
、
宮
津
保

育
園
を
認
定
こ
ど
も
園

と
す
る
こ
と
と
な
り
、

令
和
７
年
９
月
末
ま
で

に
県
へ
設
置
許
可
申
請

を
提
出
予
定
で
あ
る
。

今
後
の
予
定

４
月　

こ
ど
も
園
化
の

広
報

８
月　

幼
稚
園
枠
の
園

児
募
集

９
月　

保
育
園
枠
の
園

児
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
導
入

町
立
保
育
園
の

認
定
こ
ど
も
園
化

大
村
文
俊
議
員
　

自
治
功
労
者

表
彰

議員の座学

土曜教室見守り隊

　

令
和
７
年
２
月
５
日

に
開
催
さ
れ
た
全
国
町

村
議
会
議
長
会
第
76
回

定
期
総
会
に
お
い
て
、

大
村
文
俊
議
員
が
自
治

功
労
者
（
町
議
会
議
員

と
し
て
15
年
以
上
在
職

し
功
労
の
あ
っ
た
者
）

と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

３
月
定
例
会
開
会
日

に
、
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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帯状疱疹ワクチン接種の助成制度。
議会だより第198号（令和5年8月1日号）

県の補助制度はなく、全額が一般財源負担となるこ
とを踏まえ、実施に向けての検討を進める。今後も国
や県へ助成並びに定期接種化を要望。

令和6年度から50歳以上の方に
任意接種を実施。令和7年度から
65歳と国の定める年齢になる方
に定期接種を開始。

白沢ホタルの里の灯籠は、令和6年度から場
所を阿久比スポーツ村に変更し、草木竹あ
かりと合同で2月に開催した。観光協会や商
工会と連携し、魅力ある会場作りを行うこと
で多くの方の来場があり、大盛況となった。

令和7年4～5月分から希望者の
上下水道「使用水量のお知らせ」
に音声コードを導入している。

「避難所外避難者の対策」「トイレ
やペット対策」「性暴力等の暴力
行為を防ぐ対策」等を追加し、令
和6年12月に改訂した。

議会だより第198号（令和5年8月1日号）

県の避難所運営マニュアルや、町の現状に合わせ今
年度中に改訂を予定。あわせて、性暴力に関する記
載についても検討する。

水道使用料金等のお知らせ検針票。
議会だより第200号（令和6年2月1日号）

システム改修が必要となる。更新にあわせて、費用対
効果も含め検討する必要があり今後、調査研究する。

開催時期と場所の変更および観光協会
や商工会との連携についての考え。

議会だより第200号（令和6年2月1日号）

時期・場所等については検討中。新たな観光資源とし、
関係団体と協議し、魅力的なイベントにしていきたい。

04

03

02

01

追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は

現在は

現在は

現在は

現在は

自衛隊に自己の個人情報の提供
を望まない方への配慮として、除
外申請を受け付けており、手続き
についてHPで周知している。

対象者から、個人情報提供の
「除外申請」は受け付けているか。

議会だより第201号（令和6年5月1日号）

本人などが手続きをすることで除外することができ
るが、広く周知をしていないため、今後「除外申請」の
手続きについてHPなどで周知する。

05 現在は

ゼロカーボンシティ宣言を行うた
めの地球温暖化対策実行計画の
策定を令和7年度に実施し、計画
に基づきゼロカーボンシティ宣言
を行う。

「ゼロカーボンシティ宣言」を行い、
積極的に進めていく考え。

議会だより第201号（令和6年5月1日号）

「ゼロカーボンシティ宣言」を行うことを前向きに
検討する。

06 現在は

阿久比町避難所運営マニュアルは、平成25年に
初版、平成27年と29年に改訂されている。その後
改訂されていないが、改訂する予定はあるのか。
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今議会では、３月５日(水)、６日(木)に、７名の議員が一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
次のページから、本会議場での質疑の概要を１人１ページで、掲載しています。
質疑の概要については質問者が要約し、編集委員が校正しています。

ここが
聞きたい

ページ 議員名 質問項目ページ 議員名 質問項目

今回の傍聴人数 延べ 31人
（1月臨時会・3月定例会）

町政を問う
一般質問

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンが掲載されています。

答弁者
…町長 　　　　…副町長 　　 　  …教育長　　 …総務部長　　 …民生部長　　 …建設経済部長　　 …教育部長

各議員の
通告書は
こちら

各議員の
通告書は
こちら

13
つ づ き
都築　

きよ こ
清子 1．「手話は言語」を条例に

2．人権から学ぶ「包括的性教育」

14
たけうち
竹内　

たく み
卓美 1．消防団の在り方と町の責務

15
にい み み き お
新美三喜雄

1．町道維持保全整備の進め方は
2．本町の小中学校のPTA活動の
現状は

16
ひろ せ
廣瀬　　

みのる
実 1．グループホーム入居者と自治

会との関わり方

17
い とう
伊東　

てるひこ
輝彦 1．下水道の安全性と維持管理

2．商工業者増加対策

18
たけうち
竹内　

ひろ し
啓視 1．耕作放棄地対策と半農半Xの

掘り起こし

19
やまもと
山本　

りょうすけ
良輔

1．不登校への取り組みについて
2．阿久比駅東側アクセス道路に
ついて

3．知多半島総合医療センターへ
のアクセスについて
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本
年
100
周
年
の
節
目
と
な

る
聴
覚
障
害
者
の
国
際
ス
ポ

ー
ツ
大
会
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
が
開
か
れ
る
。

　
手
話
言
語
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
よ
り
「
手
話
が
言

語
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
　
手
話
言
語
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
の
考
え
。

　
　
　
具
体
的
な
動
き
は
な

い
が
、
当
事
者
団
体
の
方
な

ど
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
調
査
研
究
を
進
め
て

い
く
。

　
　
手
話
が
必
要
と
さ
れ
る

人
の
人
数
。

　
　
　
正
確
な
人
数
は
把
握

し
て
な
い
が
、
参
考
人
数
と

し
て
49
人
の
方
が
身
体
障
害

者
手
帳
（
聴
覚
障
害
）
を
所

持
し
、
７
人
（
実
人
数
）
が

過
去
３
年
間
に
手
話
通
訳
者

派
遣
事
業
を
利
用
。

　
　
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
窓

口
対
応
は
。

　
　
　
く
ち
の
形
か
ら
読
み

取
り
が
で
き
る
よ
う
、
ゆ
っ

く
り
話
す
こ
と
を
心
が
け
、

常
設
す
る
筆
談
ボ
ー
ド
を
合

わ
せ
て
活
用
し
対
応
し
て
い

る
。

　
　
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
」（
注
）
の
周
知
と
利
用

料
金
補
助
は
。

　
　
　
助
成
の
考
え
は
な
い

が
、制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　
　
災
害
時
の
聴
覚
障
が
い

者
へ
の
避
難
場
所
誘
導
な
ど

情
報
提
供
は
。　

　
　
　
ア
グ
ナ
ビ
配
信
さ
れ

る
視
覚
情
報
や
、
地
域
の
方

か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
情

報
提
供
を
行
い
、
避
難
行
動

を
と
っ
て
い
た
だ
く
。
避
難

行
動
に
不
安
が
あ
る
方
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ

登
録
い
た
だ
き
た
い
。

答

　
「
人
権
」
を
基
盤
に
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
差
別
、
暴
力

な
ど
幅
広
く
考
え
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
多
様
性
の
時
代
。

　
こ
れ
を
学
ぶ
こ
と
が
「
包

括
的
性
教
育
」。
年
齢
に
応

じ
段
階
的
に
行
い
、
健
康
で

丈
夫
な
心
身
を
育
む
教
育
が

必
要
。

　
　
「
人
権
」
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
教
え
て
い
る
か
。

　
　
　
各
校
が
教
育
活
動
全

体
の
中
で
指
導
し
、
人
権
週

間
で
は
、
人
権
啓
発
行
事
を

実
施
し
て
い
る
。

答

　
　
「
性
教
育
」
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
小
中
学
校
の
指
導
は
、

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
る
。

　
　
水
着
で
隠
れ
る
部
分
は

大
切
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
見

た
り
・
見
せ
た
り
・
触
っ
た

り
・
触
ら
せ
た
り
し
な
い
と

い
う
こ
と
を
絵
本
な
ど
を
使

っ
て
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
。

　
　
教
え
る
側
は
子
ど
も
た

ち
へ
の
性
教
育
の
仕
方
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
調
査
し
て
い
な
い
の

で
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い

答答

る
か
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

不
快
を
感
じ
た
ら
「
い
や
。」

と
言
っ
て
自
分
を
守
る
こ
と

や
、
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
保
育

の
中
で
教
え
て
い
き
た
い
。

　
　
保
護
者
に
対
し
性
教
育

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
。

　
　
　
教
育
委
員
会
主
催
で

は
計
画
は
な
い
が
、
家
庭
で

「
い
の
ち
生
命
の
安
全
教
育
」
の
資

料
を
用
い
て
、
子
ど
も
の
性

被
害
防
止
等
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
こ
と
は
可
能
。

　
　
保
育
士
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
等
の
実
施
を
考
え
、
保

育
参
観
な
ど
の
機
会
に
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
幼
稚
園
や
保
育
園
等
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
環
境

は
。
　
　
　
身
体
計
測
や
内
科
検

診
時
に
は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
仕
切
り
、
水
あ
そ
び
時

に
は
、
テ
ン
ト
や
シ
ー
ト
で

囲
っ
て
い
る
。
乳
児
の
お
む

つ
替
え
時
は
、
で
き
る
限
り

周
り
に
人
が
い
な
い
と
こ
ろ

で
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

答 問問 答

答答

答答

人
権
か
ら
学
ぶ「
包
括
的
性
教
育
」を

保
育
士
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
を
検
討

都築　清子 議員
（公明党）

つ づ き きよ こ

「手話は言語」を条例に
調査研究を進めていく

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を
各国内及び各国間の不平等を是正する
人や国の不平等をなくそう

問問問

問問

問

問 問

聴覚や発話に困難がある人とき
こえる人を通訳オペレーターが
手話・文字と音声とを通訳し、
24時間365日、電話で双方向に
つなぐサービスです。

用語解説
電話リレーサービス
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本
年
度
、
団
員
不
足
に
よ

り
消
防
団
は
５
分
団
制
か
ら

４
分
団
制
に
な
り
、
団
員
確

保
が
依
然
と
し
て
大
き
な
課

題
と
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
で

の
質
問
後
、
課
題
解
決
に
ど

の
よ
う
に
取
組
ん
で
き
た
の

か
伺
う
。

　
ま
た
、
常
備
消
防
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
安

心
だ
が
、
災
害
時
に
は
常
備

消
防
の
み
で
は
対
応
不
可
能

だ
と
、
近
年
の
災
害
が
証
明

し
て
い
る
。

　
旧
態
依
然
と
し
た
消
防
団

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
、

現
代
の
消
防
団
に
求
め
ら
れ

る
役
割
・
活
動
を
精
査
し
、

必
要
な
人
員
を
確
保
し
な
け

れ
ば
、
本
町
の
防
災
力
向
上

は
望
め
な
い
。

　
　
外
国
人
の
方
の
入
団
に

つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
要

件
も
踏
ま
え
な
が
ら
入
団
条

件
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
」

と
答
弁
が
あ
っ
た
。
ど
の
よ

う
な
検
討
が
さ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
活
動
可
能
な
業
務

と
し
て
通
訳
を
挙
げ
て
い
た

が
、
通
訳
以
外
の
業
務
は
検

討
し
た
の
か
。

問

　
　
　
　
　
入
団
条
件
は
、

永
住
権
の
取
得
、
日
常
会
話

の
理
解
な
ど
。
活
動
可
能
な

業
務
は
、
広
報
活
動
、
警
戒

活
動
、
各
種
訓
練
へ
の
参
加

な
ど
を
検
討
し
た
。

　
　
団
員
確
保
に
向
け
て
行

っ
て
き
た
取
り
組
み
内
容
の

質
問
で
「
令
和
４
年
度
に
は

年
額
報
酬
、
火
災
・
災
害
出

動
の
出
動
報
酬
の
改
正
を
、

今
定
例
会
で
、
火
災
・
災
害

以
外
の
出
動
報
酬
の
改
正
議

案
を
上
程
し
て
い
る
」
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
改
正
後
に
支

払
わ
れ
た
報
酬
額
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
は

18
万
４
千
円
、
令
和
５
年
度

は
34
万
８
千
円
。

問 答
副
町
長

答
副
町
長

　
　
団
員
確
保
の
方
法
と
し

て
Ｏ
Ｂ
団
員
、
消
防
職
員
Ｏ

Ｂ
を
積
極
的
に
勧
誘
す
る
方

法
も
あ
る
。
特
に
消
防
職
員

Ｏ
Ｂ
の
方
は
消
防
団
の
力
を

飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
。
勧
誘
活
動
を
積

極
的
に
行
わ
な
い
理
由
を
伺

う
。
　
　
　
　
　
勧
誘
活
動
は
随

時
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
に

退
職
消
防
署
員
の
消
防
団
加

入
を
依
頼
す
る
。

　
　
阿
久
比
町
消
防
団
に
女

性
団
員
が
加
わ
っ
た
の
は
平

成
29
年
で
、
女
性
団
員
は
現

在
本
部
付
だ
が
、
分
団
に
移

行
す
る
こ
と
に
支
障
は
あ
る

の
か
。

問問 答
副
町
長

　
　
　
　
　
分
団
化
す
る
こ

と
で
消
防
団
が
活
性
化
す
る

の
で
あ
れ
ば
支
障
は
な
い
。

　
　
消
防
団
員
へ
の
出
動
指

令
は
、
一
斉
メ
ー
ル
に
よ
っ

て
配
信
さ
れ
る
が
「
作
業
中

な
ど
は
受
信
に
気
づ
か
な
い

こ
と
も
あ
り
出
動
で
き
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
る
」
と
の
声

が
あ
る
。
出
動
指
令
の
伝
達

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
見

解
か
。

　
　
　
　
　
個
人
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
メ
ー
ル
で
知
ら

せ
る
方
法
が
合
理
的
で
、
伝

わ
り
や
す
い
ベ
ス
ト
な
方
法

と
考
え
る
。

問 答
副
町
長

答
副
町
長

　
　
総
務
省
消
防
庁
の
資
料

で
は
、
消
防
団
員
は
減
少
を

続
け
て
い
る
が
、女
性
団
員
、

機
能
別
団
員
は
増
加
し
て
い

る
と
さ
れ
て
い
る
。
入
団
者

数
が
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ

る
女
性
・
機
能
別
・
学
生
団

員
の
入
団
促
進
に
つ
い
て
、

本
町
の
取
り
組
み
状
況
を
伺

う
。
　
　
　
　
　
女
性
・
機
能
別

団
員
の
入
団
促
進
は
、
イ
ベ

ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
、Ｏ

Ｂ
団
員
、
退
職
消
防
署
員
へ

の
勧
誘
を
行
う
。
学
生
の
入

団
促
進
は
、
学
生
消
防
団
活

動
認
証
証
明
書
の
交
付
を
検

討
す
る
。

問答
副
町
長

竹内　卓美 議員
（新進会）

たけうち たく み

消防団の在り方と町の責務は
消防団が持続できるよう、できる限りのサポートをする

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを 14



　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
学
校
の

抱
え
る
課
題
は
、
複
雑
化
・

多
様
化
す
る
一
方
で
、
保
護

者
に
お
い
て
も
働
き
方
や
価

値
観
も
変
わ
り
、
家
族
形
態

も
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
た
活
動
や
、
そ
の
た
め

の
会
員
相
互
の
学
び
、
学
校

支
援
活
動
や
地
域
の
諸
活
動

な
ど
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
役
割

を
担
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
本
町
の
小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
現
状
は
。

　
　
　
共
働
き
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
が
増
え
、Ｐ
Ｔ
Ａ

の
活
動
自
体
が
縮
小
化
傾
向

に
あ
る
。

問

本
町
の
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
現
状
は

縮
小
化
傾
向
に
あ
る

　
　
昨
年
よ
り
草
木
小
学
校

に
導
入
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
の
効
果
と
今
後

は
。
　
　
　
個
別
支
援
が
必
要
な

授
業
で
、
地
域
の
方
の
支
援

あ
り
、大
変
助
か
っ
て
い
る
。

地
域
行
事
に
参
加
し
た
教
員

は
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
、

学
校
の
相
互
交
流
の
大
切
さ

を
感
じ
、
良
い
相
乗
効
果
が

あ
っ
た
。
令
和
７
年
度
よ
り

各
小
学
校
区
に
、
順
次
展
開

し
、
学
校
運
営
に
既
存
の
組

織
団
体
の
強
み
と
地
域
の
声

を
積
極
的
に
生
か
し
な
が
ら
、

学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問答

答

新美三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

町道維持保全整備の進め方は
切実な課題はあるが、適切な管理に努める

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを
全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに

　
国
土
交
通
省
に
よ
れ
ば
、

日
本
全
体
の
道
路
構
成
と
し

て
延
長
距
離
比
率
は
、
令
和

３
年
３
月
31
日
時
点
で
、

幹
線
道
路
と
し
て

　
国
道　
約
５
・
３
％

　
県
道　
約
10
・
６
％

生
活
道
路
と
し
て

　
市
町
村
道　
約
84
・
１
％

と
な
っ
て
お
り
、
市
町
村
道

の
管
理
が
圧
倒
的
に
多
い
。

道
路
の
老
朽
化
に
つ
い
て
地

方
自
治
体
で
は
、「
管
理
す

る
道
路
施
設
が
多
い
わ
り
に
、

土
木
技
術
者
が
不
足
し
て
い

る
な
ど
、
抱
え
て
い
る
課
題

も
多
い
。
特
に
小
さ
い
町
村

で
は
、
そ
の
傾
向
が
強
く
、

財
政
不
足
・
職
員
不
足
等
が

課
題
で
あ
る
。」
と
公
表
し

て
い
る
。

　
　
本
町
の
道
路
構
成
は
。

　
　
　
令
和
６
年
４
月
１
日

現
在
で

実
延
長
33
万
７
，２
７
１
ｍ
。

　
県
道　
約
８
％

　
町
道　
約
92
％

で
あ
る
。

　
　
町
道
の
具
体
的
管
理
方

法
は
。

　
　
　
道
路
舗
装
修
繕
計
画

等
の
諸
計
画
を
基
に
修
繕
を

行
い
、
職
員
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
協
定

問問 答答

を
締
結
し
た
郵
便
局
か
ら
の

報
告
に
よ
り
、
事
故
防
止
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
区

や
町
民
か
ら
の
連
絡
に
対
し

て
は
順
次
補
修
等
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
町
道
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
る
が
、
道
路
と
し
て
機

能
し
て
い
な
い
場
合
の
処
置

は
。
　
　
　
地
区
や
町
民
に
と
っ

て
道
路
と
し
て
必
要
が
な
け

れ
ば
、
町
道
の
廃
止
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
土
地

所
有
者
に
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発

生
す
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

　
　
狭
あ
い
道
路
の
解
消
に

向
け
、
で
き
る
対
策
は
。　

　
　
　
建
築
行
為
等
を
す
る

場
合
の
後
退
用
地
だ
け
で
な

く
、
路
線
全
体
を
拡
幅
で
き

る
よ
う
隣
接
の
地
権
者
に
も

制
度
の
周
知
を
行
い
、
地
元

の
協
力
を
得
な
が
ら
整
備
を

行
う
こ
と
で
解
消
に
つ
な
げ

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
の
中
で
重
大
な
道
路
管
理

の
今
後
の
課
題
は
。

　
　
　
財
政
力
不
足
、
技
術

系
職
員
の
不
足
や
建
設
業
界

の
高
齢
化
等
に
よ
る
人
手
不

問問問 答答答

足
は
、
切
実
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
国
、
県
の
補
助
金

を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
必

要
な
予
算
を
確
保
し
、
適
切

に
道
路
管
理
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

東
部
小
学
校
で
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
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第
４
次
阿
久
比
町
障
害
者

計
画
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
が
、
健
常
者
と
同
様

の
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
お

互
い
に
特
別
に
区
別
さ
れ
る

こ
と
な
く
社
会
生
活
を
共
に

す
る
の
が
正
常
な
本
来
望
ま

し
い
姿
で
あ
る
、と
い
う「
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理

念
を
実
現
す
る
た
め
に
、

様
々
な
障
が
い
者
施
策
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
必

要
な
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、
共
同
生
活
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
住
ま
い
と

し
て
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
あ
る
。
従
来
の
地

域
か
ら
遮
断
さ
れ
た
入
所
施

設
で
は
な
く
、住
み
慣
れ
た
、

ま
た
こ
れ
か
ら
住
み
慣
れ
る

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
は
地
域
移
行
の
手

段
と
し
て
国
が
推
進
し
て
い

る
。

　
国
は「
脱
施
設
」を
進
め
、

２
０
１
４
年
に
障
が
い
者
が

地
域
で
暮
ら
す
権
利
な
ど
を

定
め
た
国
連
の
「
障
害
者
権

利
条
約
」
を
批
准
し
た
。

　
し
か
し
障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
理
解
が
ほ
と
ん
ど
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
実
で
は
な

い
で
は
な
い
か
。

　
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
支
援
が
必

要
で
あ
る
。

　
　
町
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
数
・
場
所
は
。

　
　
　
横
松
・
萩
・
高
根
台
・

白
沢
地
区
に
各
１
施
設
、
坂

部
地
区
に
５
施
設
の
合
計
９

施
設
。

　
　
今
後
、
町
内
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
増
え
る
計
画
が

あ
る
か
。

　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、

町
で
は
な
く
県
の
指
定
許
可

が
必
要
な
た
め
、
事
前
に
町

に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
を
除

き
、
開
設
の
情
報
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
支
援
を
し
て
い
く
」

問問問 答答

と
障
害
者
計
画
に
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
ど
ん
な
支
援
が

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

は
、
入
居
者
各
々
の
特
性
に

応
じ
て
、
自
立
の
た
め
に
必

要
な
身
体
支
援
や
生
活
支
援

を
し
て
い
る
。

　
　
地
元
住
民
へ
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
対
す
る
啓
発
活

動
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
。

　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
広
く
住
民
の
方
に
広

報
や
チ
ラ
シ
・
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
周
知
し
て
い
く
。

　
　
実
際
に
受
け
入
れ
る
側

の
自
治
会
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
入
居
者
と
の
関
わ
り
方
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
が
い
い

の
か
。

　
　
　
「
地
域
連
携
推
進
会

議
」
の
開
催
が
４
月
か
ら
施

設
に
義
務
付
け
ら
れ
る
。
こ

の
会
議
に
参
加
し
た
地
域
関

係
者
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
関
係

構
築
を
深
め
て
い
く
。

問問 答答答

廣瀬　　実 議員
（志雄会）

ひろ せ みのる

グループホーム入居者と自治会の関わり方は
「地域連携推進会議」で地域との関係を構築していく

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を

阿久比町内グループホーム

サービス名 事業所等名 所在地

～綴～　阿久比　快・笑
（一般社団法人）バンデ

アンカレッジ
（社福）相和福祉会
テルテルボウズ

（社福）相和福祉会
East Bay 喜望峰
（社福）相和福祉会
ありのまま舎

（NPO）るいこん
白沢ホーム

（社福）愛光園
グループホームやまびこ
（株）やまびこサービス
グループホームい～な
（NPO）み～わい～な

グループホームい～な　だい福
（NPO）み～わい～な

グループホーム

グループホーム

グループホーム

グループホーム

グループホーム

グループホーム

グループホーム

グループホーム

グループホーム
（日中サービス支援型）

大字卯坂八神1番地6

大字卯坂八神1番地6

大字卯坂字八神3番地2

大字横松字小清水寺18番地1

大字白沢字北石根4番地31

大字卯坂字焼山47番地47

大字卯坂字惣山1番地1

大字福住字高根台2番地5

大字萩字汁手18番地1、
18番地2
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本
町
で
は
、
耐
用
年
数
が

50
年
を
超
え
る
下
水
道
管
は

少
な
く
、
定
期
点
検
・
保
守

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
陥
没
事

故
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　
　
現
在
、
早
急
な
対
応
が

必
要
な
箇
所
は
あ
る
か
。
ま

た
、
緊
急
点
検
の
実
施
予
定

は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
耐
用
年
数
上
の

老
朽
化
リ
ス
ク
は
高
く
な
く
、

下
水
道
管
管
内
カ
メ
ラ
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
、
維
持
管

理
に
努
め
て
い
る
。
現
時
点

で
早
急
な
対
応
箇
所
は
無
く
、

緊
急
点
検
の
予
定
も
無
い
。

　
　
特
殊
な
状
況
下
で
は
、

下
水
道
管
の
早
期
老
朽
化
・

損
傷
も
想
定
さ
れ
る
。
現
在

の
対
応
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
阿
久
比
町
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
、

か
ん
き
ょ

管
渠
と
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
特
殊
な
状
況
と
想

定
し
て
い
る
硫
化
水
素
の
発

問答
町
長

生
し
や
す
い
箇
所
は
調
査
・

点
検
頻
度
を
高
め
て
い
る
。

　
　
本
町
の
下
水
道
管
は
、

直
径
45
㎝
未
満
で
比
較
的
細

く
、
大
規
模
な
陥
没
事
故
発

生
の
可
能
性
は
低
い
が
、
小

規
模
な
陥
没
事
故
で
も
転
落

や
下
水
道
の
使
用
制
限
が
起

こ
り
得
る
。

　
発
生
時
の
緊
急
通
報
体

制
・
緊
急
対
応
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
町
民
の
方
が
道

路
等
の
異
常
を
発
見
し
た
場

合
、
休
日
・
夜
間
を
問
わ
ず

役
場
へ
の
連
絡
と
ア
グ
ナ
ビ

の
写
真
投
稿
機
能
の
利
用
も

お
願
い
し
た
い
。

　
比
較
的
小
規
模
な
陥
没
で

あ
れ
ば
速
や
か
に
復
旧
工
事

を
行
い
大
規
模
な
災
害
、
事

故
の
発
生
時
は
下
水
道
事
業

業
務
継
続
計
画
に
基
づ
き
対

応
す
る
。

問答
町
長

　
商
工
業
者
の
増
加
に
は
、

創
業
支
援
・
企
業
誘
致
・
廃

業
抑
制
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
第
６
次
阿
久
比
町
総
合

計
画
に
は
、「
商
業
者
の
活

力
の
向
上
を
目
指
し
、
担
い

手
の
育
成
や
経
営
基
盤
の
強

化
を
進
め
ま
す
。」
と
あ
る
。

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
担
い
手
の
育
成
の
進

捗
状
況
と
し
て
は
、
知
多
管

内
の
１
市
４
町
で
創
業
支
援

等
事
業
計
画
を
策
定
し
、
商

工
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

創
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。

　
大
型
店
と
の
共
存
と
し
て

は
、
あ
ぐ
い
暮
ら
し
応
援
ク

問答

問答
町
長

ー
ポ
ン
券
を
共
通
券
と
、
小

型
店
で
の
み
利
用
で
き
る
地

域
券
と
に
区
分
け
し
、
地
元

の
商
店
で
の
利
用
を
促
し
た
。

ま
た
、
大
型
店
の
駐
車
場
で

『
ふ
れ
あ
い
朝
市
』
を
商
工

会
主
催
で
行
い
、
地
元
の
商

業
者
の
認
知
度
が
上
が
っ
た

と
思
う
。

　
　
商
業
振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
こ
と
は
、
創
業
地
選

択
や
事
業
継
続
動
機
の
醸
成

に
貢
献
す
る
。
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
基
本
理
念
が
必

要
で
、「
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
基
本
条
例
」
が

相
当
す
る
。
本
町
で
も
条
例

の
整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
　
　
　
本
条
例
は
、
中
小
企

業
に
対
し
、
よ
り
効
果
的
な

支
援
を
行
う
な
ど
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
確

化
す
る
条
例
で
あ
る
。

　
条
例
の
制
定
は
、
他
市
町

の
条
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
す
る
。

問答

問答
町
長

商
工
業
者
増
加
対
策
は

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
の
制
定
を
前
向
き
に
検
討
す
る

伊東　輝彦 議員
（新風会）

い とう てるひこ

下水道の安全性と維持管理は
耐用年数上の老朽化リスクは高くない

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な
管理を確保する

安全な水とトイレを世界中に
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の安全かつ
生産的な雇用と働きがいのある人間らしいこ雇用を促進する

働きがいも経済成長も

下水道管管内カメラ調査
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昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
物

価
上
昇
で
、
家
族
の
食
べ
る

量
だ
け
で
も
野
菜
を
育
て
て

み
よ
う
と
考
え
る
方
も
い
る

と
思
う
。

　
今
後
、
こ
う
い
っ
た
半
農

半
Ｘ（
注
）
と
い
わ
れ
る
方

が
増
え
る
と
思
う
が
、
町
民

の
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
る

こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
が
減

少
し
、
農
業
の
活
性
化
も
期

待
で
き
る
。

　
ま
た
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て「
農
業
の
６
次
産
業
化
」

を
描
く
必
要
も
感
じ
て
い
る
。

　
　
半
農
半
Ｘ
の
掘
り
起
こ

し
と
し
て
、
農
地
ナ
ビ
の
利

用
が
あ
る
が
、
耕
作
放
棄
地

の
情
報
を
見
え
る
化
す
る
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　
　
メ
リ
ッ
ト
は
、
新
規

参
入
や
耕
地
面
積
の
拡
大
を

目
指
す
農
家
が
簡
単
に
希
望

す
る
農
地
を
探
せ
る
こ
と
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
必
ず
し

も
農
業
振
興
に
つ
な
が
ら
な

問

い
利
用
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
。

　
　
中
間
管
理
機
構
に
よ
る

農
地
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
し
て

の
、
農
地
の
集
約
状
況
は
。

　
　
　
左
表
の
よ
う
に
、
農

地
を
地
域
の
農
業
を
担
う
担

い
手
に
貸
し
付
け
て
い
る
。

　
　
農
業
就
業
に
つ
な
が
る
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
よ
る

講
演
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
な

ど
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
昨
年
度
、
農
家
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
講
演
会
を

開
催
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
本
町
で
は
令
和

７
年
１
月
か
ら
町
公
式
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
開
設
さ
れ

た
の
で
、
町
か
ら
も
様
々
な

農
業
に
関
す
る
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

　
　
農
地
の
売
買
に
つ
い
て
、

下
限
面
積
の
条
件
が
撤
廃
さ

れ
て
か
ら
の
変
化
は
。

　
　
　
「
自
宅
隣
の
農
地
を

購
入
し
、農
業
を
始
め
た
い
」

な
ど
の
農
地
取
得
に
関
す

る
相
談
は
増
加
し
て
い
る
。

　
　
半
農
半
Ｘ
の
新
規
就
農

者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
は
。

　
　
　
半
農
半
Ｘ
の
新
規
就

農
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
　
阿
久
比
町
の
農
業
の
６

次
産
業
化
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　
６
次
産
業
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
農
業
者
は
い
る

が
、
生
産
コ
ス
ト
な
ど
の
課

題
が
多
い
こ
と
か
ら
「
農
商

工
連
携
」
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
。
６
次
産
業
化
に
つ
い

て
も
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

答

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

耕作放棄地対策と半農半Ｘの掘り起こしは
様々な農業に関する情報を発信

耕
作
放
棄
地

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを

　
農
業
と
他
の
仕
事
や
好
き

な
こ
と
「
Ｘ
」
を
組
み
合
わ

せ
て
働
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
こ
と
。

用
語
解
説

半
農
半
Ｘ

（
読
み
方
：
は
ん
の
う
は
ん
エ
ッ
ク
ス
）

問

問 答答

答

答

答 問問

問

平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和２年度
令和３年度
令和４年度
令和５年度
令和６年度
合　計

0.1
3.5
6.1
0

23.3
18.1
21.9
24.2
23.1
27.2
147.5

貸付面積（ha）年　度

中間管理機構による農地貸付面積
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文
部
科
学
省
の
統
計
に
よ

る
と
、
令
和
５
年
度
は
不
登

校
児
童
生
徒
数
が
初
め
て
30

万
人
を
突
破
し
、
過
去
最
多

の
34
万
６
千
人
と
な
っ
た
。

　
そ
の
現
状
を
踏
ま
え
伺
う
。

　
　
令
和
５
年
度
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
、
全
国
平
均

で
１
０
０
０
人
あ
た
り
小
学

校
で
21
・
４
人
、
中
学
校
で

67
・
１
人
で
あ
る
が
本
町
の

調
査
結
果
は
。

　
　
　
　
　
１
０
０
０
人
あ

た
り
小
学
校
は
21
・
２
人
、

中
学
校
は
82
・
０
人
。

　
　
本
町
に
お
け
る
不
登
校

の
主
な
要
因
と
そ
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
個
々
の
状
況
に

よ
り
、
要
因
は
多
岐
に
わ
た

る
た
め
、
特
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
対
策
は
、
不
登
校

に
な
ら
な
い
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
相

談
員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
活

動
を
行
い
、対
応
し
て
い
る
。

　
　
義
務
教
育
修
了
後
の
相

談
及
び
フ
ォ
ロ
ー
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
春
に
中
学
校
を

問問問

卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
の
代

わ
り
に
、
次
の
世
代
の
子
ど

も
た
ち
が
入
学
し
て
く
る
た

め
、
卒
業
後
の
相
談
及
び
フ

ォ
ロ
ー
ま
で
は
手
が
回
ら
な

い
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
、
年
齢
や
義
務

教
育
修
了
後
を
見
越
し
て
、

社
会
的
自
立
に
向
け
た
支
援

を
行
え
る
よ
う
な
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
教
育
評
論
家
が
よ
く
言

う
「
無
理
し
て
学
校
へ
行
か

な
く
て
い
い
」
と
い
う
考
え

に
対
す
る
見
解
は
。

　
　
　
　
　
「
不
登
校
は
仕

方
が
な
い
」
で
は
な
く
、
ど

の
子
ど
も
た
ち
も
学
校
へ
登

校
し
、
学
校
生
活
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
、
社
会
的
自
立
を
応

援
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問答
教
育
長

　
町
長
公
約
の
、
阿
久
比
駅

東
側
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

必
要
性
は
痛
感
し
て
い
る
。

昨
年
の
用
地
買
収
に
係
る
説

明
会
を
受
け
て
次
の
こ
と
を

伺
う
。

　
　
ア
ク
セ
ス
道
路
の
予
定

ル
ー
ト
は
中
学
生
の
自
転
車

通
学
路
と
重
な
る
が
安
全
性

の
担
保
は
。

　
　
　
道
路
、
橋
梁
共
に
歩

道
を
設
置
し
、
既
設
名
鉄
線

路
下
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

警
察
と
協
議
を
行
い
な
が
ら

安
全
性
の
確
保
を
考
慮
し
、

詳
細
設
計
に
反
映
し
て
い
く
。

問

　
　
都
市
計
画
道
路
名
古
屋

半
田
線
が
開
通
の
時
点
で
、

交
差
点
に
信
号
機
は
設
置
さ

れ
る
の
か
。

　
　
　
現
時
点
で
は
不
明
だ

が
、
事
業
化
が
進
む
際
に
は

愛
知
県
と
協
議
し
な
が
ら
警

察
に
要
望
し
て
い
く
。

　
こ
の
４
月
に
半
田
病
院
が

移
転
開
院
す
る
が
、
そ
の
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
循
環
バ
ス
の
病
院
へ
の

延
伸
や
ル
ー
ト
の
見
直
し
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
運
行
時
間
や
多
額
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
延
伸
は
難
し
い
。

　
　
阿
久
比
町
民
が
こ
の
病

院
へ
行
く
の
に
最
も
有
効
な

交
通
手
段
は
何
か
。

　
　
　
循
環
バ
ス
と
名
鉄
河

和
線
を
利
用
し
て
名
鉄
知
多

半
田
駅
に
行
き
、
知
多
半
島

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
線
に
乗

り
換
え
る
の
が
有
効
。

答 問答 問

答

問答

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

知
多
半
島
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス

は循
環
バ
ス
の
延
伸
は

難
し
い

阿
久
比
駅
東
ア
ク
セ
ス
道
路
は

道
路
、
橋
梁
共
に
歩
道
を
設
置

山本　良輔 議員
（新風会）

やまもと りょうすけ

不登校への取り組みは
不登校にならない魅力ある学校づくりを目指す

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを
あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を

阿
久
比
駅
東
ア
ク
セ
ス
道
路
計
画

位
置
図
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災害時や緊急時は「いのちを守る情報」を平常時は「暮らしの情報」や「イベント情報」など
をお使いのスマートフォンにお届けします。スマートフォン版アプリを利用するには専用アプ
リ「ライフビジョン」をインストールして初期設定を行う必要があります。

阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」

あぐい防災・行政ナビあぐい防災・行政ナビ「　　　　　 （アグナビ）」AguNavi

傍聴席へどうぞ
次の定例会は
6月４日㈬開会
午前10：00～開催予定です。日程
は変更になる場合があります。詳し
くは阿久比町ホームページの議会
事務局お知らせをご覧ください。

一般質問は毎回翌
日以降にCACで放
送されています。

　保育園では今日も子ども達の元気な声や年
長児が叩く和太鼓の音が響き渡っています。
たくさん遊んで、たくさん食べて、たくさん
寝て、すくすく育つ子ども達。まだ言葉も話
せない子も、眠くなると保育者に抱っこされ
て安心して眠り、少しずつ保育園が自分の居
場所になります。“自分は受け入れられて愛
されている”と感じることで、小さいと思っ
ていた子も気づけば自分より年下の子に優し

くできる頼もしいお兄さん、お姉さんになっていきます。散歩のときは優しく手を繋ぎ、年
少や乳児クラスにお昼寝の寝かしつけに行き「ぼくは3人寝かせたよ」と得意気です。0歳児
から5歳児までの異年齢が緩やかにつながりを持つことは子どもの心を豊かにします。
　保育園は嬉しい、楽しい、面白いがある場所です。遊びを通して興
味のあることを満足するまで楽しみ、大切な仲間ができ、人とのかか
わりの中で心の根っこが育っていきます。「子どもの意欲が沸き、安
心できる場所にしたい」そんな願いを持ち、保育者は毎日子ども達を
迎えています。また、地域の方に温かく見守られ、阿久比の自然に触
れてたくさんの経験をすることができています。  
　心に響く力強い太鼓の音を感じながら新しく迎える子ども達に思い
を馳せています。

電話 0569-84-3791（ダイヤルイン）
FAX 0569-48-1711

E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

議会へのご意見・期待・要望や地区の出来事・
自慢等お寄せください。応募は、議会事務局まで。

　早いもので、私たちの編集は、今号で最後となりました。コ
ロナ禍も過ぎ、日常が戻り、議会活動のさらなる活性化にとも
ない、編集にも力の入った2年間だったと思います。委員それ
ぞれが、いろんなアイデアを出し合い、町民皆様にこの冊子を
手に取って、町議会の活動を知って頂きたいその心で前に進
んでまいりました。今後さらに、町民皆様と双方向のコミュニ
ティツールとして、変わらぬご支援を頂けますよう宜しくお願
い申し上げます。　　　　　　　　　　　     （新美三喜雄）

編 集 後 記

委 員 長／新美三喜雄
委　　員／鈴村　算久
委　　員／新美加寿奈

副委員長／山本　良輔
委　　員／竹内　啓視
委　　員／廣瀬　　実

議会だより編集特別委員会

町 民 の 声町 民 の 声
大切な阿久比の子ども達、一歩一歩大きくなぁれ！

視察を受け入れました！

皆様からのご意見や議会だより
原稿を募集しています！

●1月29日「給食センターの現状と課題について」　
　三重県菰野町議会（新政みらい・こもの未来）
　の皆様

英比保育園 園長 笹山直美（執筆者）

みんなのお昼寝タイム

和太鼓の達人

2年間 ありがとう
ございました
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